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2018年4月 

（東証第1部：8331） 

ＡＰＩを活用したフィンテックへの取組み 
～Ｔ＆Ｉイノベーションセンターの活動～ 
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千葉銀行のデジタルバンキング戦略 

「業務」の 

デジタル化 

「サービス」の  

デジタル化 

「行員」の

デジタル化 

社会全体の｢デジタル化｣に対応し､2020年をターゲットに｢デジタルバンキング｣へのシフトを実現 

 役職員の意識改革 
 デジタルスキルの強化 
 行員の積極的なデジタル 

ツールの活用 
 働き方改革の推進 
 
 
 
 経営企画部内に 
働き方改革推進室を設置 

2017.11  

 外為業務における「ワトソン」 
活用の実証実験 

 ＩＴを活用した業務プロセス 
自動化（預金・融資・ローン） 

 ＲＰＡの試行 
 店頭店内業務の効率化 

2016.9 

真砂支店（実験店舗） 

2015.10 

2016.7 

ちばぎんアプリ クーポン配信実証実験 

2016.10 

 銀行ＡＰＩ活用による 
かんたん残高・入出金 
照会機能の整備 

 ちばぎんアプリ提供 

2017.3 

T&Iイノベーションセンター株式会社 
（地銀6行及び日本IBMによる共同出資会社設立） 

TSUBASAアライアンス 
（金融システム高度化アライアンス発足） 
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会社概要 

沿 革 

企業名 T&Iイノベーションセンター株式会社 

代表者 代表取締役会長 森本 昌雄 

所在地 
東京都中央区日本橋室町1丁目5番5号  
室町ちばぎん三井ビルディング15階 

資本金 1億円 

株主構成 
千葉銀行40％、第四銀行10％、中国銀行10％ 
伊予銀行10％、東邦銀行10％、北洋銀行10％、日本アイ・ビー・エム10％ 

設立日 2016年7月1日 

事業内容 フィンテックの調査・研究、フィンテックを活用した金融サービスの企画・開発等 

2015年10月 
TSUBASA金融システム高度化アライアンス発足 
(加盟行：千葉銀行、第四銀行、中国銀行)  

2016年3月 
TSUBASA金融システム高度化アライアンスに3行が追加加盟 
(加盟行：千葉銀行、第四銀行、中国銀行、伊予銀行、東邦銀行、北洋銀行)  

2016年7月 TSUBASA金融システム高度化アライアンス加盟6行と日本アイ・ビー・エムの共同出資で会社設立 

Ｔ＆Ｉイノベーションセンターの会社概要 
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Ｔ＆Ｉイノベーションセンターの業務内容 

フィンテックに関する調査・研究 フィンテックを活用した金融サービスの 
 企画・開発・販売業務 

システム 
ベンダー 

フィンテック
ベンチャー 

国内動向 
他行動向 

コンテンツ 
パートナー 

システム開発 
パートナー 

人工知能 新サービス モバイル ビッグデータ 

金融サービスの提供 

新商品/サービス開発 
(トップライン増強) 

業務効率化 
(コスト削減) 

銀行ニーズの実現 

企画 販売 

TSUBASAアライアンス TSUBASAアライアンス 

業務委託 調査/研究 

開発 

http://ariel.cbk.local:12100/aqua/54f4c675-138e-4241-a377-0e84094338fe/view;/T&I%E7%B8%A6.PNG?modified=1523244306000&num=0
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オープンＡＰＩにより目指す姿 

○フィンテック等の急速な技術進展に伴い、顧客利便性や顧客満足度向上等を目的として、他社・異業種
サービスとの連携により付加価値を見出す動きが積極化。 

○銀行が「外部企業と連携し自行サービスを提供」する場合または「外部企業から銀行保有データの連携」
を求められる場合には、セキュリティを確保したうえで、勘定系システムと連携するインターフェース
が必要。 

オープンＡＰＩ対応によりオープンイノベーションを促進 

TSUBASA FinTech共通基盤の構築により、金融分野に限らず、様々な事業者間で
価値のある情報連携が可能な生態系（ＡＰＩエコシステム）の形成を目指す。 

 
 
 

TSUBASA 
FinTech共通基盤 
利用金融機関 

 
 
 

 
FinTech企業 

IT企業  
 

 
 
 

メーカー/サービス業 等 
 
 
 

 
 
 

政府/地公体 等 
 
 
 

API API 

API 

API API 

API API 

API API 

API API 

API 
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オープンＡＰＩに対応した「TSUBASA FinTech共通基盤」の構築 
～2017年5月公表～ 

○ＡＰＩ共通基盤を構築し、銀行法改正に伴う努力義務化への対応を行うとともに、外部企業との接続による
サービスの多様化や行内開発のスピードアップ・コスト削減を目指します。 

○また、本共通基盤は、ＴＳＵＢＡＳＡアライアンス加盟行のみならず、幅広い金融機関にご利用いただける
プラットフォーム化を図ります。 

システム自由度が高いＡＰＩ共通基盤の構築 

お客さま 

ア プ リ  

外部事業者 

（フィンテック企業等） 

家計簿・クラウド会計 

行政・新サービス 

ECアプリ 

当行及びTSUBASA各行 

ローン・投資商品 

来店予約・事前入力 

バンキング 

TSUBASA FinTech 
共通基盤 

照会API 

振込・振替API 

口座開設API 

購入・借入API 

店舗情報API 

銀
行
サ
ー
ビ
ス
を
部
品
化 

加盟行以外の金融機関 

TSUBASA 
アライアンス加盟行 

A

P

I 

New 
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TSUBASA FinTech 共通基盤全体像:完成を目指す姿 

ターゲット アクセスチャネル サービスコンテンツ群 公開API 新サービス基盤 銀行システム 

銀行向けサービス 

顧客向けサービス 

リテール 

法人 

モバイルポータル 

法人ポータル 

PFM 

ロボアドバイザー 

外部ECサイト 

自治体サービス 

信用保証協会 

・・・・・・ 

サービスコンテンツ基盤 

外部連携サービス 

公開API基盤 

認証/認可アプリ 

認証 

API管理 

Mail/Push 
/SNS通知 

データ取込 

商品/ 
サービスアプリ 

データ保管 

データ分析/変換 

取引明細 

・・・・・・ 

TSUBASA FinTech共通基盤 

バンキング 

生体認証 

資産運用支援 

モバイル決済 

来店予約 

Web通帳 

異業種連携 

ゴールベース 

データ取込 

内 
部 
A 
P 
I 

外部バックエンドサービス 

AI 

オープンデータ 

マーケティングデータ 

業務アプリ 

・・・・・・ 

・・・・・・ 

運用商品/保険 

基幹系 

融資支援 

CRM 

DWH 

OA 

API 

API 

API 

API 

API 

・・・・・・ 

外部API基盤 新サービス基盤 

API 

API 
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当初ユースケース①（PFMとの連携） 

外部API基盤 新サービス基盤 

取引明細 

銀行システム 

内部API 外部連携サービス 基幹系 

普通預金 

定期預金 

・・・ 

公開API基盤 

残高照会 

明細照会 

残高照会 

明細照会 

 APIフローイメージ 

サービスコンテンツ群 公開API 新サービス基盤 

 PFMとの連携目的・効果 
 

 1.ユーザーのセキュリティ向上 

 ユーザーは、IBのパスワード等をPFM事

業者に預ける必要がなくなり、安全に

PFMアプリを利用することができます 

 2.ユーザーの利便性向上 

 API接続によりローン残高情報等の提供も

可能となるため、PFMアプリ上で銀行口

座全体の管理が可能となります 

 3.IBのコスト削減 

 スクレイピングによるIBトランザクショ

ン・従量料金の削減が見込まれます 
 

 PFM概要・画面イメージ 
PFMとは、銀行、証券、クレジットカードなど、複数の
口座情報を一元管理できるサービス（上記PFM事業者は
家計簿機能も提供）。各行、国内の主要PFM事業者であ
るマネーフォワード、Zaim、マネーツリーと順次API連
携していく予定 

2018年4月23日サービスイン 
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当初ユースケース②（finbeeとの連携） 

外部API基盤 新サービス基盤 

商品/新サービス 
アプリ 

内部API 
外部連携サービス 

基幹系 

普通預金 

finbee口座 

・・・ 

公開API基盤 

残高照会 

明細照会 

残高照会 

明細照会 

振替 

口座解約 

・・・・ 

ゴールベース 
アプリ 

 

口座管理機能など 

振替 

口座開設 

口座解約 

 finbeeとの連携目的・効果 
 

 1.資産形成層へのアプローチ強化 
 顧客接点や若年層の裾野拡大 

 2.ユーザーデータ取得による高度なマーケティングの実現 
 貯金（消費）目的や貯金達成状況等のユーザーデータを 

活用した、タイムリーなレコメンドが可能 

 finbee概要・画面イメージ 

finbeeは、「自動車」「旅行」といった貯蓄の目的と
目標金額等を設定し、おつり貯金や歩数に応じた貯金
等、ライフスタイルに合わせて楽しみながら貯金でき
るサービス。TSUBASA行共同でAPI接続予定 

 finbeeの主な機能 
 

 1.歩数に応じた貯金等、ルールに基づく「自動貯金」 
 
 2.好きな時に簡単に貯金できる「手動貯金」 
 
 3.銀行商品・サービス等のレコメンド 

・・・・ 

 APIフローイメージ 

銀行システム サービスコンテンツ群 公開API 新サービス基盤 

2018年4月23日サービスイン 
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次期ユースケースについて 

案件名 概要 期待効果 

PFM接続先の追加 API接続先としてZaim、マネーツリーを追加 
顧客利便性向上、資産形成層へのア
プローチ強化 

デジタル通帳の開発 紙の通帳の代替 
顧客利便性向上、通帳発行コスト削
減 

個人IB代替 既存の個人IB代替＋α 
個人IB廃止による費用削減、新たな
顧客体験の創出 

決済関連等の外部事業者連携 
Web口振・即時口振のAPI化を実現し、決済事
業者や大手ECサイト等との連携 

コスト削減、データ収集、収益機会
拡大 

会計ソフトとの連携 
freee、マネーフォワード、弥生、TKC等の会計
事業者との連携 

顧客利便性向上、業務効率化、収益
機会拡大、零細企業・中小企業への
アプローチ強化 

行内事務処理のAPI化 

「紙ベースでの申込＋営業店システム打鍵」か
ら「デジタル申込+API連携・処理」に切替  
例）口座開設、諸届、預り資産購入、ローン申
込、基盤系商品等 

業務効率化、クロスセル推進 

生体認証機能の追加 
更新系API（決済、他人口座への振込）に対応す
るため、追加認証として生体認証を導入 

新決済ビジネスの認証手段提供、通
帳・印鑑の廃止（本人確認のデジタ
ル化） 

 各行から、ＡＰＩユースケース検討会の開催に先立って提出されたアイデア総数は74。この中から
優先度の高い24施策について、具体的に検討を進める予定。 

 主な次期ユースケースは下表のとおり。 
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＜参考＞金融チャネルの再構築イメージ 

TSUBASA FinTech共通基盤を活用し、インターネットチャネルの再構築を行うとともに、ＡＰＩを活用して 

既存チャネルの改革を行い、オムニチャネル化の推進を目指します。 

  ➂オムニチャネル化 (イントラ/専用線+インターネットで提供するすべてのチャネル群を対象）                                      

インターネット環境 銀行システム 

基幹系 

融資支援 

DWH/OA 

CRM 

共

通

基

盤

 

②他社チャネルの銀行チャネル化 

①インターネット経由の新しいチャネル構築 

サービスコンテンツ群 

店外KIOSK 

銀行店舗外で 
新しい無人 
チャネル展開 

地域エコシステムアプリ 

消費の場に密着した
エコシステムアプリ 

他社ECサイト 

消費検討の場に 
銀行サービス提供 

PFM/ロボアド 

家計検証と運用相談に 
銀行サービスをシームレス 
連携 

渉外タブレット 営業店タブレット テレビ窓口 ・・・・ 

APIを活用し、すべてのチャネルに 
マーケティングプロセスから事務プロ
セスまで一貫した顧客対応プロセ
スを構築し相互に連携 

残高照会 

明細照会 

振替 

振込 

口座開設 

来店予約 

・・・・・・・ 

普通/定期預金 

内為/外為 

当貸/商手/手貸/証貸 

投資信託 

・・・・・・・ 

格付/自己査定 

稟議 

・・・・・・・ 

顧客情報管理 

案件管理 

・・・・・・・ 

セグメント/推奨商品 

ATM 

A
P
I 

A
P
I 

A
P
I 

ＡPI 
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＜参考＞FinTech共通基盤の開発（プレスリリース） 



End of file 

免責事項 

本資料は作成時点において入手可能な情報に基づき掲載しており、不確実性が内在しております。

また、本資料に記載されている当行以外の企業がかかわる情報は、公開情報などから引用したも

のであり、情報の正確性などについて保証するものではありません。 


